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「
他
の
医
療

機
関
と
の
差
別

化
」
を
推
奨
す

る
医
療
経
営
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
零
細
歯
科

医
院
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
営
業

活
動
を
強
化
し
て
い
る
。

　

「
負
け
組
か
ら
勝
ち
組
へ

の
意
識
革
命
」
と
い
う
宣
伝

文
句
も
今
風
で
あ
る
。

　

世
の
中
貧
富
の
差
が
拡
大

し
、
敗
者
は
無
能
の
ラ
ベ
ル

を
貼
ら
れ
、
経
済
戦
争
に
負

け
る
の
が
悪
徳
と
い
う
過
去

に
な
い
価
値
観
が
地
球
上
に

広
が
り
つ
つ
あ
る
。

　

だ
が
、
日
本
に
は
古
く
か

ら
金
儲
け
を
単
一
目
的
に
努

力
し
た
り
勝
利
の
み
を
目
指

す
姿
を
必
ず
し
も
全
面
支
持

し
な
い
土
壌
が
あ
る
。

　

「
敗
者
の
美
学
」
と
い
う

の
は
日
本
の
大
衆
小
説
の
主

流
を
な
し
て
い
た
。
リ
ス
ト

ラ
さ
れ
た
浪
人
丹
下
左
膳
の

活
躍
と
い
う
共
通
パ
タ
ー
ン

は
時
代
劇
に
頻
出
す
る
。　

　

負
け
犬
が
格
好
よ
く
見
ら

れ
る
の
は
日
本
だ
け
か
も
し

れ
な
い
。

　

市
川
崑
監
督
の
「
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
」は
こ
の
種
の
記

録
映
画
に
は
珍
し
く
勝
利
の

歓
喜
場
面
と
同
量
に
近
い
敗

者
の
美
が
映
像
化
さ
れ
た
。

　

日
本
独
特
の
価
値
観
か
も

し
れ
な
い
が
、
価
値
観
は
多

様
で
な
い
と
い
け
な
い
。

　紙面へのご意見や感想、投稿記
事などを新聞部までお寄せくださ
い。紙面に掲載させていただいた
場合は、図書カード３千円分を進
呈いたします。
（郵送やファクスで、協会新聞部
までお寄せください）

認知症の臨床症状について語る森啓氏
＝６月19日、Ｍ＆Ｄホール　　　　　　

テレビ朝日が取材に訪れたキャラバン
行動＝６月28日、茨木市内　　　　　

「連携を深めてもらいたい」
とあいさつする小澤力氏　

　

開
会
に
あ
た
っ
て
小
澤
力

理
事
長
が
、「
日
常
診
の
交
流

を
通
じ
て
、
医
科
・
歯
科
で

　

協
会
は
、
大
阪
府
保
険
医
協
会
・
保
険
医
協
同
組
合
と
共
催
で
、「
第
５
回
日
常
診

療
経
験
交
流
会
」
を
６
月
19
日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
と
保
険
医
会
館
で
開
き
、
過
去
最
多

の
２
９
３
人
が
参
加
し
た
。
メ
ー
ン
テ
ー
マ
は
「
防
げ
る
、
治
せ
る
、
認
知
症
」
で
、

歯
科
協
会
・
協
同
組
合
40
周
年
・
医
科
協
会
50
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
企
画
。
参
加

者
は
分
科
会
や
基
調
講
演
な
ど
を
通
じ
て
、
医
科
・
歯
科
連
携
や
地
域
医
療
の
在
り
方

を
交
流
し
た
。

　

協
会
政
策
部
は
、
２
年
に
一
度
の
会
員
意
見
調
査
を
今

年
２
月
に
実
施
し
、
報
告
書
を
ま
と
め
た
。
調
査
は
、
医

療
制
度
や
臨
床
、
経
営
な
ど
様
ざ
ま
な
分
野
に
つ
い
て
、

会
員
の
意
見
を
集
約
、
要
望
に
沿
っ
た
協
会
活
動
を
通
じ

て
「
頼
り
に
な
る
協
会
づ
く
り
」
の
指
針
を
得
る
た
め
に

実
施
し
て
い
る
。
開
業
医
会
員
３
５
２
５
人
を
対
象
に
２

割
を
無
作
為
抽
出
し
、
郵
送
で
依
頼
し
た
。
実
施
期
間
は

２
０
１
１
年
２
月
15
日
〜
２
月
28
日
ま
で
の
14
日
間
で
回

答
率
40
・
９
％
。
調
査
報
告
の
概
要
を
３
回
に
分
け
て
掲

載
す
る
。

お
互
い
の
協
会
の
先
生
を
招

い
た
講
習
会
が
開
か
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
の
機
会
に

連
携
を
さ
ら
に
深
め
て
も
ら

い
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、
日
本
認

知
症
学
会
理
事
長
・
森
啓
氏

が
認
知
症
の
発
症
メ
カ
ニ
ズ

ム
や
臨
床
症
状
、
脳
画
像
所

見
な
ど
に
つ
い
て
解
説
。
認

知
症
研
究
の
最
新
情
報
を
紹

介
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の

認
知
症
治
療
の
展
望
を
語
っ

た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
歯

科
医
師
の
村
内
光
一
氏
（
尼

崎
市
開
業
）
や
内
科
医
、
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
患
者
団
体

副
代
表
の
４
人
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
認
知
症
に
つ

い
て
発
言
し
、
討
論
し
た
。

　

午
前
中
は
、「
日
常
診
療
の

臨
床
と
実
践
」「
日
常
診
療
の

工
夫
と
経
営
」「
東
日
本
大
震

災
医
療
支
援
」
の
３
分
科
会

に
分
か
れ
、
会
員
ら
が
15
の

演
題
を
発
表
し
た
。
歯
科
か

で
完
全
に
打
ち
破
ら
れ
た
。

『
隠
さ
な
い
、ウ
ソ
を
つ
か
な

い
、過
小
評
価
し
な
い
』の
三

　

協
会
が
常
任
幹
事
を
務
め

る
大
阪
社
会
保
障
推
進
協
議

会
が
毎
年
、
社
会
保
障
の
拡

つ
の
姿
勢
で
事
故
の
拡
大
防

止
に
努
め
、
国
を
挙
げ
て
原

子
力
に
頼
ら
な
い
エ
ネ
ル
ギ

充
を
求
め
て
府
下
の
全
市
町

村
と
懇
談
す
る
「
自
治
体
キ

ャ
ラ
バ
ン
行
動
」
が
６
月
28

と
は
、
ほ
ん
と
う
に
患
者
さ

ん
に
と
っ
て
良
い
治
療
を
、

時
間
を
か
け
て
き
ち
っ
と
で

き
る
よ
う
に
、
見
合
っ
た
点

数
が
評
価
さ
れ
る
こ
と
で
あ

る
」（
60
代
）、「
診
療
処
置

に
か
か
る
手
間
、
労
力
、
時

間
に
見
合
っ
た
点
数
体
系
に

し
て
ほ
し
い
」（
50
代
）
な

ど
が
あ
っ
た
。

　

同
時
に
窓
口
負
担
引
き
下

げ
や
金
パ
ラ
高
騰
に
よ
る
逆

ザ
ヤ
解
消
を
求
め
る
声
が
大

き
い
。

　

協
会
は
、
６
月
か
ら
「
歯

科
保
険
適
用
の
拡
大
」「
窓

口
負
担
引
き
下
げ
」
を
求
め

る
署
名
を
開
始
、
診
療
報
酬

改
善
と
同
時
に
こ
れ
ら
の
問

題
で
も
国
会
に
要
請
す
る
。

す
。
例
え
ば
、
器
具
の
消

毒
、
材
料
、
手
間
を
か
け
れ

ば
か
け
る
ほ
ど
収
入
が
減
少

す
る
こ
と
は
納
得
が
い
き
ま

せ
ん
」（
50
代
）、「
望
む
こ

い
な
い
状
況
が
伺
え
る
。

　

会
員
の
声
で
は
、「
歯
科

医
療
を
ま
じ
め
に
や
れ
ば
や

る
ほ
ど
収
入
が
減
少
す
る
こ

と
は
何
か
矛
盾
を
感
じ
ま

回
の
結
果
を
比
較
し
た

（
表
）。「
２
千
万
円
未
満
」

の
区
分
は
、
07
年
度
保
険
収

入
（
08
年
意
見
調
査
）
で
22

・
５
％
、
09
年
度
保
険
収
入

（
今
回
調
査
）
で
21
・
５

％
、
と
１
㌽
減
っ
て
い
る
も

の
の
、「
〜
３
千
万
円
」
の

区
分
で
は
、
07
年
度
が
16
・

５
％
、
09
年
度
が
19
・
４

％
、
と
逆
に
２
・
９
㌽
増
え

て
い
る
。
保
険
収
入
３
千
万

円
ま
で
で
約
４
割
の
歯
科
医

院
が
入
っ
て
お
り
、
06
改
定

の
ダ
メ
ー
ジ
か
ら
回
復
し
て

　

今
回
の
特
徴
は
①
06
年
改

定
の
ダ
メ
ー
ジ
か
ら
全
く
立

ち
直
っ
て
い
な
い
②
患
者
の

減
少
と
中
断
の
増
加
③
文
書

及
び
電
子
レ
セ
プ
ト
請
求
と

そ
れ
に
付
随
す
る
明
細
書
発

行
の
義
務
化
へ
の
反
対
の
大

き
さ
―
―
だ
。

06
改
定
か
ら

改
善
な
し

　

保
険
収
入
に
つ
い
て
、
年

間
７
０
０
億
円
も
の
歯
科
医

療
費
を
削
っ
た
06
改
定
の
影

響
を
調
べ
た
前
回
調
査
と
今

国
保
会
計
も
黒
字
を
続
け
る

一
方
で
、
国
保
料
引
き
上
げ

や
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
有
料
化

を
実
施
し
た
。
地
方
自
治
法

の
「
住
民
福
祉
の
増
進
」
に

反
す
る
市
政
方
針
に
対
し
、

参
加
者
か
ら
「
命
を
守
る
行

政
に
転
換
し
て
ほ
し
い
」
な

ど
の
切
実
な
声
が
相
次
い

だ
。
当
日
は
、
マ
ス
コ
ミ
３

社
が
取
材
に
訪
れ
た
。

　

協
会
は
、
歯
科
医
療
現
場

の
声
を
直
接
行
政
に
届
け
る

た
め
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
へ
の
参

加
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

 

（
２
面
に
今
後
の
予
定
）

日
、
茨
木
市

で
ス
タ
ー
ト

し
た
。
会
場

に
は
40
人
を

超
え
る
住
民

が
詰
め
か

け
、
国
保
料

の
引
き
下
げ

や
健
診
の
無

料
化
な
ど
を

訴
え
た
。

　

同
市
は
、

一
般
会
計
も

ー
の
在
り
方
を
真
剣
に
考
え

る
べ
き
だ
」
と
強
調
し
た
。

 

（
関
連
２
面
）

ら
は
、「
日
本
弁
護
士
連
合

会
の
『
集
団
フ
ッ
素
洗
口
・

塗
布
の
中
止
を
求
め
る
意
見

書
』
を
検
証
す
る
」（
堺
市

・
山
上
紘
志
氏
）、「
予
防
歯

科
チ
ー
ム
の
崩
壊
か
ら
再
生

へ
―
―
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

め
ざ
し
て
」（
吹
田
市
・
福

原
稔
氏
）、「
義
歯
に
名
入
れ

を
し
よ
う
」（
東
大
阪
市
・

西
川
眞
二
氏
）、「
カ
ゼ
及
び

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す
る

口
腔
ケ
ア
か
ら
の
予
防
提

言
」（
東
成
区
・
土
井
英
暉

氏
）、「
東
日
本
大
震
災
―
―

歯
科
支
援
の
報
告
と
課
題
」

（
生
野
区
・
戸
井
逸
美
氏
）の

５
演
題
の
発
表
が
あ
っ
た
。

　

ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー

「
福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら

考
え
る
」
で
は
、
元
京
都
大

学
原
子
炉
実
験
所
教
員
の
岩

本
智
之
氏
が
講
演
し
、「〝
安

全
〞
や
〝
安
い
〞
な
ど
の
原

発
の
神
話
は
、
今
回
の
事
故

日
常
診

日
常
診  

過
去
最
多
の
２
９
３
人

過
去
最
多
の
２
９
３
人

４
割
が
保
険
収
入
３
千
万
円
未
満

〝
ま
じ
め
に
や
る
ほ
ど
苦
し
い
〞

認
知
症
テ
ー
マ
に
歯
科
・
医
科
で
交
流

震
災
・
原
発
企
画
も
好
評

大阪社保協

自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
始
ま
る

〝
命
守
る
行
政
に
転
換
を
〞と
住
民
訴
え
茨木市

（表）「保険収入はいくらでしたか」

区分 ①今回
（09年）

②前回
（07年） ①－②

2000万円未満 21.5％ 22.5％ ▲1.0％
～3000万円 19.4％ 16.5％ 2.9％
～4000万円 15.6％ 22.9％ ▲7.3％
～5000万円 17.3％ 16.5％ 0.8％
～6000万円 10.0％ 7.6％ 2.4％
～7000万円 4.2％ 3.4％ 0.8％
～8000万円 3.5％ 3.0％ 0.5％
～9000万円 2.1％ 3.0％ ▲0.9％
～1億円 0.7％ 0.8％ ▲0.1％
1億円超 2.8％ 1.7％ 1.1％
無回答 3.1％ 2.1％ 1.0％

２
０
１
０
年
度

２
０
１
０
年
度

会
員
意
見
調
査
報
告

会
員
意
見
調
査
報
告
①


